
9/10(土)、磐井川堤防右岸の
磐井町で【磐井川堤防改修桜お
別れ会】が開催されました。
磐井川堤防には昭和22年のカ

スリン台風、23年のアイオン台
風により壊滅的な被害を被った
市民により、大災害からの早期
復興を祈念して桜と梅が植えら
れました。
今般、磐井川堤防改修に伴い、

長年親しまれてきた堤防の桜を
伐採せざるを得ないことになりま
したが、国土交通省と一関市が
連携して磐井川桜再生計画を実
施しています。
一関市の誇りの桜並木の再生

と共に磐井川沿いの住民の生命
と財産を守るため、本格的に堤
防改修を進めていきます。

9/5(月)、栗駒山系流域においてH20.6.14岩手・宮城内陸地震及びH23.3.11東日本大震災以降の降雨・

融雪等による新たな崩壊地の有無と現況流域の調査を行いました。調査は、防災ヘリコプター「みちのく」
により磐井川合流地点から岩手・宮城の県境まで実施しました。

磐井川合流地点 山腹地の崩壊状況

主催者挨拶【一関市長 勝部修氏】
のこ入れの儀

【岩手河川国道事務所長 今 日出人氏】

のこ入れの儀
【一関市長 勝部 修氏】 桜苗木の寄贈


